
 

1 はじめに～コンセプト 

 記念すべき 100 作目です(塗装など仕上げまで行なって型番を与えたモノの数)。丁度コンテストのレ

ギュレーションも『100サイズに収まる大きさ』ということで、『100』つながり。その関係で『ガ〇ダム』

のような名前が先に決まってしまったというコンテスト機です。 

 “自作屋”として、一つの節目となる型番を頂いたこの作品の製作にどう向き合うか。今まで製作し

た作品たちを振り返ると、削り出したり曲線を強調したり魚や動物をモチーフにしたりと、『技』をひけ

らかしたかと思われるようなデザインの作品が多いこと…。ここらで少し落ち着いたデザインのスピー

カーと向き合ってみようかというのがテーマ。『オーソドックスな箸休め的四角いスピーカー』に取り組

んでみることにしました。 

 

２ 設計 

まずはユニットの選定から。100サイズの箱にスピーカー2本が収まる大きさから考えて、口径８～10

㎝のフルレンジ・ユニットが思い浮かびますが、秘蔵のスピーカーユニットの中から内容積の小さな箱

でも使えるウーハーを選びました。Fostex FW108N （絶版品）です。音作りではワイルドさを出すため

に、私が基準機にしている JBL431２Dの様に、ウーハーをネットワーク無しのフルレンジ的用法で使い

ます。続いてツイーターはリボンツイーターDayton Audio PTMINI-6を選択。横浜ベイサイドネットさんで

取り扱っています。仕上げは木目を大切にし、久しぶりに今流行りのアカシア集成材なんぞを使ったバ

スレフ型（実にオーソドックスですね）にまとめます。内容積は約 6.5㍑、fd=約 60Hz。  

 

図１ 組み立て図 
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使用パーツ メーカー 型     番 価   格 

ユニット 
Fostex FW108N（絶版） 購入当時￥15,500（税別） 

DaytonAudio PTMINI-6 ￥３，７８４（税込み） 

ターミナル LEAD 取付型ターミナル CS-111 2個 1組￥９８０（内税） 

コンデンサ 
Jantzen Audio CrossCapポリプロピレンフィルムコンデンサ 5.6μF ￥885（内税） 

AudynCap Q4ポリプロピレンフィルムコンデンサ 3.3μF ￥516（内税） 
 

３ 製作 

   
写真 1             写真 2            写真３ 

写真 1…バッフルとリヤバッフル。この時点ではフロントツインダクトも含めダクトの位置を検討中。 

写真 2…組み立て開始。ダクト位置はリヤに決定し、ターミナルを凸出させない構造とする。 

写真 3…塗装はオイルステインで 2回着色し、ウッドワックスで仕上げる。写真は 1回目の着色終了時のもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４             写真 5            写真６ 

写真 4…これは装飾用のサブバッフルです。金色で塗装し、つや消しクリヤーで仕上げ塗装をする。  

写真 5…ネットワークは高域用のみ（ウーハーはスルー）で 3.3μF＋5.6μF＝8.9μFとし、約３ｋHzクロス。 

写真 6…本機の周波数特性（ツイーター軸上１ｍ）。 

 

４ 試聴～おわりに 
 

見た目はオーソドックスな木目調のただの四

角なスピーカーですが、なかなかワイルドで元

気の良い音に仕上がりました。ウーハーをネッ

トワーク無しで使用したことが良くも悪くも伸

びやかさにつながっていると思います。 

1mの距離での試聴は高域キツメに感じます

が、２ｍ、３ｍと距離を取るにつれ、聴きやすくマ

イルドになっていきます。デスクトップ設置のニ

アフィールド使用より、ある意味試聴距離のと

れるコンテスト向きかもしれません。 

 

写真 7…完成。ツイーター横の青いフェルトは、 

高域の不要な反射を抑えるために貼 

ってみました。見た目も良い？              写真７ 
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後日、ちょっとだけ

ステッカーチューン

を予定しています。 


